






小学校と中学校それぞれの余裕教室に、先生と相談しながら展示や表現を行うことができる空間を提案し制作しまし
た。学校に突然現れた真っ白で非日常的な空間は、違和感と可能性を刺激する装置。先生のもつアイディアや子ども
たちの表現をその空間が受け止めて拡張することで、子どもたちの自主的で多様な学習の場として、そしてそれぞれ
の学校の文化を発信する場として自由な空間は発展していきます。

　さまざまな人が日常の中で新しい活動をした
くなる『場』と『出来事』を創出し、その『場』
が時間をかけ活用されていく中で、新しい文化
が生まれることを目指して活動をしています。
　学校の中に先生や児童・生徒が表現や鑑賞な
どの活動を自由にできる『場』があることで、
ひとあじ違う共同的・主体的な学びを実践でき
ると思います。

地域 『で』 アートを行うのではなく、その地域 『の』 
アートとはなにかを絶えず模索しながら、実際に制作・
行為・会話の中で実践するアーティスト。近年は、新
しいドラマが生まれる「場づくり」と、今起きている
ドラマが加速する「アイテム」づくりを行う。
2016～2019年DASHIJ INプロジェクト（八戸ポー
タルミュージアムはっち）など各地のアートプロジェ
クトに参加。
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●先生との協働：どんな場であれば学習につながるか先生と意見交換し、学校ごとに違う空間が完成しました。
●ゆるやかな発展：空間ができた後もアーティストが通い、空間の運営補助など臨機応変に進めています。

図工室の教室壁面を白く塗装し、展示台や可動壁として利用でき
るオリジナルユニットを制作。教材、近隣中学校の生徒作品、アー
ツ前橋企画展と連動した児童作品の展示など、日々の学習と地域
がつながる「わかば美術館」が誕生しました。

北校舎３階に２部屋の図工室。そのうちの１つがアーティストの手により「わかば美術館」として再構築された。昼休みに集い、
また教師に引率され鑑賞に訪れる。運用を開始すると、新しい刺激が新しい子どもたちや教師の動きに結びついてきた。
learningがactivateに、そして面白くなってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（わかば小学校　4年　相良浩先生）

これまで実現できなかった生徒作品をまとめて展示できる空間を、教室の半分を使って制作しました。全校生徒によ
る公募と投票で、名称は「ずっと仮名の美術館」に決定。作品展示の場のほか、生徒の主体的で多様な学びの場とし
て活用されていく予定です。

昨年度、美術部の生徒と一緒に制作し美術室近くの廊下に設置された「カオ
スギャラリー」。ここで、3~4人ずつのグループがそれぞれ自由な発想で展
示を開催しました。アーティストは定期的に部活へ通って制作のサポートを
行い、交流を深めました。

「ずっと仮名の美術館」という名称は、最終選考に残った 5つの候補の中で、生徒の半数から支持されて決定
しました。「ずっと仮名の」とつくことで多様な可能性を担保できるものになりました。制作にも生徒が関わ
れたら良かったのですが、今後は生徒が主体となって気軽に表現の場として利用できればと思います。

（東中学校　3年　小菅智志先生）

第六中学校「美術部 ×カオスギャラリー」

東中学校「ずっと仮名の美術館」

わかば小学校「わかば美術館」

活動のポイント
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空間の制作
最終日に先生方へ公開して、活用についての意見交換

近隣学校巡回展「春日中学校美術作品展」開催
全校児童へ公開
展示作品に関連した名画や仏像が印刷されたアート
カードやポスターなどの教材も合わせて設置

1/7

2 月下旬

12/10
～ 1 /11

1/15
～ 2/15

「校内版画作品展」開催
授業で制作した児童の版画作品展
アーツ前橋で開催中のアジアの木版運動画展も紹介

アーティストが全校朝礼で全校児童へ挨拶

11/7
～ 12/5

「版画の世界展」開催
版画制作の授業授業へ向けて、使用する教材等を展示

スケジュール

先生の声

先生の声

10/12 アーティストが全校朝礼で全校生徒へ挨拶

10/13
～ 10/19

ミニ美術館（仮）の空間制作

10/29
～ 11/20

ミニ美術館（仮）全校生徒へ公開、名称公募、全校生徒投票
名称が「ずっと仮名の美術館」に決定

12/17
～ 12/19

第１回企画展「光のページェント・心をともすあかり」開催
２年生の授業作品の展示

2/26
～年度末 美術部の生徒とインスタレーションを共同制作、展示

スケジュール

ユニットは椅子型。図工で版画制作を行う時期には、参考
教材や道具などを展示して、授業で活用しました。

●

中学生の作品を鑑賞しながら、見つけたことや感じたことを自然と話
していました。

●

初日、教室への資材搬入に柔道部が大活躍。●

第１回企画展には多くの生徒が鑑賞に訪れました。●

大きな空間にチャレンジ！迷ったりしながらも役割分担
して進めます。

●

学びが活性化する自由な空間

学級の展示で利用した際は、児童が自分たちで展示スペー
スの構成を考えました。

●

場所：前橋市立東中学校　相談室　
対象：前橋市立東中学校　教員、美術部員15名をはじめとする全校生徒

対象：前橋市立第六中学校 美術部 ８名
期間：２学期～３学期
　　　学校やアーティストの予定に合わせ、概ね月曜日の部活動に通いました。

場所：前橋市立わかば小学校　第２図工室
対象：前橋市立わかば小学校　教員、全校児童　




